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「有料化」から３ヶ月…その成果は？

   市民に皆さんのおかげで，家庭から排出されるもやせるごみともやせないごみが減少して，資
源物の紙類や衣類・布類や資源プラスチックなどが増加しています。有料化に伴いごみを分別し、
資源として再利用する意識が高まり，ごみの減量・分別の徹底が図られています。

が ん ば 員職る さ体治自
ん

国分寺市はさらなるごみの減量化と資源化を推進するため，６月から家庭ごみの
「もやせるごみ」「もやせないごみ」の有料化をスタートしました。

国分寺市環境部ごみ減量推進課  課長　　大谷 明雄

有料化から３ケ月がたって…

東京都

国分寺市

   国分寺市では平成 19 年１月から戸別収集を実施し，この間，市報・ホームページ掲載，自治会・
町内会への回覧配布，イベント開催や参加，廃棄物減量等推進委員などとの連携事業などでご
みの分別・資源化などの啓発活動を行ってきました。
　もやせるごみに関しては，①「生ごみ水きりひとしぼり」運動の実施　②家庭用生ごみ処理
機購入助成金の引き上げ　③小学校・保育園の給食残のたい肥化に加え、たい肥化事業の拡充
として，家庭から排出される生ごみの拠点収集を行い、生ごみの減量・資源化を図りました。
　もやせないごみに関しては，平成 23 年度より陶磁器（食器）の再資源化を図るため，公民館
や清掃センターでの拠点収集を開始し，平成 25 年３月から金物類や小型家電の収集品目を拡大
し、拠点箇所も地域センターなど拠点の拡充を行いました。

これまでの減量化・資源化施策

   国分寺市のごみ・資源物量全体はこれまでも市民の皆様のご協力をいただき，毎年減少してい
ました。次ページの表とグラフでわかるように、平成 24 年度の総排出量は，30,951 ｔで前年
と比較して約 0.7％減少しています。戸別収収集実施以前の平成 17 年度と実施後の平成 19 年
度の比較では，全体で約 4.5％の減少となっています。
　また平成 17 年度から平成 24 年度まで，ごみ・資源物量全体は，平均で約 2.0％，もやせる
ごみは，約 2.7％毎年減少していますが，もやせないごみは平成 21 年度以降増加傾向にあります。

ごみ・資源物量の推移

国分寺市はさらなるごみの減量化と資源化を推進するため，６月から家庭ごみの「もやせるごみ」

「もやせないごみ」の有料化をスタートしました。

 
 家庭ごみ「もやせるごみ」・「もやせないごみ」の有料化から３ヶ月がたちました。

市民に皆さんのおかげで，家庭から排出されるもやせるごみともやせないごみが減少して，

資源物の紙類や衣類・布類や資源プラスチックなどが増加しています。有料化に伴いごみの

分別や資源としての再利用する意識が高まり，ごみの減量・分別の徹底が図られています。 
 

平成 年６月～８月 平成 年６月～８月 増減量（率）

もやせるごみ ｔ ｔ ▲ ｔ（▲ ％）

もやせないごみ ｔ ｔ ▲ ｔ（▲ ％）

紙 類 ｔ ｔ ｔ（ ）

衣類・布類 ｔ ｔ ｔ（ ％）

資源プラスチック ｔ ｔ ｔ（ ％）

 
 
 これまでの減量化・資源化施策

国分寺市では，平成 年１月から戸別収集を実施し，この間，市報・ホームページ掲載，

自治会・町内会への回覧配布，イベント開催や参加，廃棄物減量等推進委員などとの連携事

業などでごみの分別・資源化などの啓発活動を行ってきました。

もやせるごみに関しては，①「生ごみ水きりひとしぼり」運動の実施 ②家庭用生ごみ処

理機購入助成金の引き上げ ③小学校・保育園の給食残さのたい肥化事業の拡充として，家

庭から排出される生ごみの拠点収集の行い生ごみの減量・資源化を図りました。

もやせないごみに関しては，平成 年度より食器類の陶磁器の再資源化を図るため，公民

館や清掃センターでの拠点収集を開始し，平成 年３月から金物類や小型家電の収集品目を

拡大し拠点箇所も地域センターなど拠点の拡充を行いました。

 
 ごみ・資源物量の推移

国分寺市のごみ・資源物量全体は，市民の皆様のご協力をいただき，毎年減少しています。

平成 年度の総排出量は， ｔで前年と比較して約 ％減少しています。本市は，

平成 年１月から戸別収集を実施しています。実施以前の平成 年度と実施後の平成 年

度の比較では，全体で約 ％の減少となっています。

また，平成 年度から平成 年度まで，ごみ・資源物量全体は，平均で約 ％，もやせ

るごみは，約 ％毎年減少していますが，もやせないごみは平成 年度以降増加傾向にあ

ります。
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ごみ・資源物量の推移 （単位：ｔ）

年度

もやせるごみ

もやせないごみ

粗大ごみ

有害ごみ

資源物

合計

前年比 ――― ▲ ％ ▲ ％ ▲ ％ ▲ ％ ▲ ％ ▲ ％ ▲ ％

 

 
 
 
 家庭ごみの有料化

多摩地区の多くの自治体が，戸別収集と家庭ごみの有料化を併せて導入し，ごみの減量化に

実績をあげている状況です。 
国分寺市は，戸別収集を先行実施しており，以下の理由から家庭ごみの有料化を実施するこ

とによって，さらなるごみの減量化・資源化を推進する。 
① 最終処分場の延命化を図る 
② ごみ処理過程で発生する二酸化炭素を削減する 
③ 老朽化した市焼却施設の延命利用を図る 
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ります。

ごみ・資源物量の推移 （単位：ｔ） 

年度

もやせるごみ

もやせないご

み

粗大ごみ

有害ごみ

資源物

合計

前年比 ――― ▲ ％ ▲ ％ ▲ ％ ▲ ％ ▲ ％ ▲ ％ ▲ ％

 

 
 
 
 家庭ごみの有料化

多摩地区の多くの自治体が，戸別収集と家庭ごみの有料化を併せて導入し，ごみの減量化に

実績をあげている状況です。 
国分寺市は，戸別収集を先行実施しており，以下の理由から家庭ごみの有料化を実施するこ

とによって，さらなるごみの減量化・資源化を推進する。 
① 最終処分場の延命化を図る 
② ごみ処理過程で発生する二酸化炭素を削減する 
③ 老朽化した市焼却施設の延命利用を図る 
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 有料化導入による減量目標値

有料化に実施に伴い，発生・排出抑制や分別の啓発によるごみの減量と併せて資源化の推進

が図られ，もやせるごみともやせないごみは減量，資源物は増量を目指します。 
 

項目 平成 年度 平成 年度

もやせるごみ ▲ ％ ▲ ％

もやせないごみ ▲ ％ ▲ ％

資源物 ％ ％

（平成 年度のごみ・資源物の収集量をもとに設定）

 
 有料化に併せて実施していく市の主な取り組み

 もやせるごみの水切りひとしぼりプラス天日干し運動の継続 
１世帯１日約 50ｇが減量できます。啓発活動を継続して行い，実施世帯の拡大を図りま

す。 
 生ごみたい肥化の推進 

資源として有効活用して，家庭から排出される生ごみをもやせるごみとは別に収集し，

たい肥化を推進します。 
 分別を徹底するための啓発活動の強化 

もやせるごみやもやせないごみに資源化できる紙類やプラスチック類の分別の徹底を図

るため，各種イベントを通じて啓発活動を実施します。 
 集団回収の促進 

新規団体の増や回収量の増加を図り，集団回収を促進します。 
 陶磁器・小型家電・金物類の拠点収集の拡充 

もやせないごみとして排出されている食器類の陶磁器・使用済み小型電子機器や金属製

の調理器具・食器類の資源化を図っていきます。 

　有料化に実施に伴い，発生・排出抑制
や分別の啓発によるごみの減量と併せて
資源化の推進が図られ，もやせるごみと
もやせないごみは減量，資源物は増量を
目指します。

　東京の多摩地区では多くの自
治体が，戸別収集と家庭ごみの
有料化を併せて導入し，ごみの
減量化に実績をあげている状況
があります。
　国分寺市は戸別収集に関しては先行実施していますので，以下の理由から家庭ごみの有料化を
実施することによって，さらなるごみの減量化・資源化を推進することにしました。
　① 最終処分場の延命化を図る　　　② ごみ処理過程で発生する二酸化炭素を削減する
　③ 老朽化した市焼却施設の延命利用を図る

有料化導入による減量目標値

◆ 生ごみの水切りひとしぼりプラス天日干し運動の継続
１世帯１日約 50 ｇが減量できます。啓発活動を継続して行い，実施世帯の拡大を図ります。

◆ 生ごみたい肥化の推進
資源として有効活用して，家庭から排出される生ごみをもやせるごみとは別に収集し，たい
肥化を推進します。

◆ 分別を徹底するための啓発活動の強化
もやせるごみやもやせないごみに含まれる、資源化できる紙類やプラスチック類の分別の徹
底を図るため，各種イベントを通じて啓発活動を実施します。

◆ 集団回収の促進
新規団体の増加や回収量の増加を図り，集団回収を促進します。

◆ 陶磁器・小型家電・金物類の拠点収集の拡充
もやせないごみとして排出されている陶磁器（食器）・使用済み小型電子機器や金属製の調理
器具・食器類の資源化を図るため、拠点収集を拡充します。

有料化に併せて実施していく市の主な取り組み

有料化でさらに減量を


